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陰
田
小
犬
田
遺
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米
子
市
街
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の
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約
二

・
七
航
、
鳥
取
と
島
根

の
県
境
が
走
る
丘
陵
東
側
の
谷
あ
い
の
沖
積
地
に
位
置
す
る
。
県
境
は
、
そ
の

ま
ま
旧
伯
者
国
と
旧
出
雲
国
の

国
境
に
あ
た
り
、
遺
跡
地
は
旧

伯
者
国
会
見
郡
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い
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遺
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二
血
ほ
ど
山
道
を
辿
る
と
、
旧

山
陰
道
へ
行
き
あ
た
り
、
そ
こ

つ

か
ら
西
へ
向
か
う
と
程
な
く
旧

米

出
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国
意
宇
郡
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抜
け
る
。

く

　

調
査
は
、
国
道
九
号
線
バ
イ

パ
ス
米
子
道
路
建
設
に
伴
う
も
の
で
、
鳥
取
県
教
育
文
化
財
団
に
よ
り

一
九
九

三
年
度
か
ら
三
カ
年
の
計
画
で
開
始
さ
れ
た
。
第
二
年
次
の

一
九
九
四
年
度
調

査
は
、
陰
田
小
大
田
遺
跡
の
推
定
主
要
範
囲
南
北
四
Ｏ
Ｏ
ｍ
、
東
西
人
Ｏ
ｍ
の

う
ち
、
谷
の
下
流
側
約
七

一
〇
〇
♂
を
対
象
と
し
て
実
施
し
た
。

遺
跡
は
、
小
河
川
の
氾
濫
原
上
に
立
地
し
て
お
り
、
沖
積
作
用
の
安
定
期
を

迎
え
た
中
世
以
降
に
、
水
田
経
営
が
開
始
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
以
後
現
代
ま

で
連
綿
と
続
く
水
田
層
の
存
在
を
確
認
、
最
下
層
の
畦
畔
を
検
出
し
て
い
る
。

水
田
層
は
、
周
辺
丘
陵
部
に
存
在
す
る
遺
跡
群
か
ら
の
流
れ
込
み
と
思
わ
れ
る

遺
物
の
包
含
層
で
も
あ
る
。
縄
文
時
代
前
期
か
ら
近
世
に
い
た
る
時
代
の
各
種

遺
物
が
出
上
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
量
的
に
主
体
と
な
る
の
は
、
六
世
紀
末
か

ら
人
世
紀
後
半
に
か
け
て
の
土
器
類
で
あ
る
。
水
田
層
下
で
は
自
然
流
路
を
検

出
し
、
埋
土
中
の
遺
物
は
人
世
紀
後
半
を
下
限
と
し
て
い
る
。

遺
物
の
出
土
量
は
多
く
、
整
理
用
コ
ン
テ
ナ
に
約
五
〇
箱
を
数
え
た
。
須
恵

器
、
土
師
器
が
大
半
を
占
め
る
ほ
か
、
竃
、
支
脚
、
土
錘
、
製
塩
土
器
、
須
恵

質
土
馬
、
本
製
品

（皿
・
曲
物
・
柄
・
へ
ら
・
火
鑽
板
・
建
築
部
材
な
ど
）、
石
製

紡
錘
車
、
鉄
製
品
、
鉄
津
、
輔
の
羽
口
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
土
器
類
に
は
、

須
恵
器
の
漆
壷
や
漆
の
付
着
し
た
須
恵
器
片
、
土
師
器
片
が
含
ま
れ
る
。

木
簡
以
外
の
文
字
に
関
わ
る
遺
物
と
し
て
は
、
円
面
硯
二
点
、
墨
書
土
器
八

点
を
数
え
る
。
墨
書
土
器
は
い
ず
れ
も
須
恵
器
で
、
杯
の
底
部
か
蓋
の
天
丼
部

に
記
さ
れ
て
い
る
。
破
片
の
た
め
判
読
で
き
な
い
も
の
が
多
い
が
、
「舘
□
」

と
確
認
で
き
る
も
の
が
二
点
あ
る
。
第
二
字
は
ウ
冠
を
戴
く
文
字
と
み
ら
れ
る
。



墨
書
土
器
は
、
杯
の
底
部
に
回
転
糸
切
痕
が
観
察
さ
れ
、
当
地
で
は
人
世
紀
後

半
に
比
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
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調
査
区
の
ほ
ぼ
中
央
地
点
、
水
田
層
下
の
自
然
流
路
氾
濫
堆
積
層
中
か
ら
の

出
土
で
あ
る
。
長
方
形
状
で
、
裏
面
は
制
離
し
て
い
る
。
左
右
側
面
は
原
形
を

と
ど
め
る
も
の
の
、
下
側
は
二
次
的
な
切
断
を
受
け
て
お
り
、
上
側
小
口
面
は

や
や
腐
欲
し
、
破
損
の
有
無
が
判
然
と
し
な
い
。
材
の
樹
種
は
ス
ギ
で
あ
る
。

三
文
字
が
確
認
で
き
る
が
、
第
二
字
の

「知
」
の
ほ
か
は
判
読
し
難
い
。　
一
字

目
は

「母
」
ま
た
は

「丑
」
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
文
意
は
不
明
で
あ
る
。

本
遺
跡
か
ら
は
、
多
量
の
鉄
津
が
出
土
し
て
お
り
、
分
析
の
結
果
精
錬
鍛
冶

岸
と
と
も
に
製
錬
津
が
検
出
さ
れ
た
。
輔
の
羽
日
の
出
土
と
も
併
せ
、
遺
跡
の

周
辺
に
は
、
七
―
八
世
紀
頃
の
製
鉄
関
連
遺
跡
の
存
在
が
推
定
さ
れ
る
。
木
簡
、

陶
硯
、
墨
書
土
器
な
ど
の
官
行
的
性
格
を
帯
び
た
遺
物
の
出
土
は
、
鉄
生
産
体

制
へ
の
官
人
層
の
関
与
を
窺
わ
せ
る
も
の
と
考
え
る
。
今
後
周
辺
遺
跡
の
調
査

の
進
捗
を
待
っ
て
、
さ
ら
な
る
検
討
を
期
し
た
い
。

木
簡
の
解
読
に
つ
い
て
は
、
鳥
取
県
立
博
物
館
の
坂
本
敬
司
氏
に
、
材
の
樹

種
鑑
定
に
つ
い
て
は
、
鳥
取
大
学
農
学
部
古
川
郁
夫
氏
に
ご
教
示
を
い
た
だ
い
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木簡出土状況 S=1/1




